
町立病院からのお知らせ

  問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

和水町立病院は、平成30年３月に町民の皆さまの温
かいご支援をもちまして創立70周年を迎えました。昭
和23年３月１日に組合立江田町外三ヶ村共立病院とし
て開設し、右表のとおり幾多の変遷を経て、地域医療
の中核病院としての機能の充実に努めてまいりました。
当院は救急告知病院であり、軽症から中等症の急性

期疾患を対象として治療をおこなっており、手術等が
必要な重症者は、速やかに適切な急性期病院に転送で
きる様に連携体制をとっています。また、回復期・慢
性期の役割を担う病院として、治療やリハビリ等を行っ
ています。
和水町は高齢化が進んでおり、それに伴い転倒や骨

粗鬆症による骨折、嚥下障害による肺炎、認知症など
の疾患が増えています。高齢の夫婦二人暮らしや、一
人暮らしの人も多く、病気が良くなっても自宅に退院
することが難しくなる場合もよくあります。私たちは
病気を治すだけでなく、治った後も自宅で生活できる
よう可能な限りサポートさせていただく所存です。
町民の皆さまが安心して受診され、信頼を置いてい

ただける病院を目指しています。
これからもよろしくお願い申し上げます。

～創立70周年を迎えました～

和水町立病院診療科別医師勤務表 平成３０年4月１日～

※学会等により勤務変更がある場合もあります。

沿　革
年　度 摘　要

昭和23年 ３月 組合立江田町外三ヶ村共立病院創立

昭和29年 ４月 町村合併により国民健康保険菊水町
立病院へ名称を変更

昭和32年 ６月 国民健康保険菊水町立病院附属准看
護婦養成所開設

昭和36年12月 鉄筋コンクリート造りに全面改築

昭和51年 ４月 菊水町健康管理センターを併設

昭和60年 ３月 病棟改築

昭和60年 ７月 診療棟を一部改築

平成 ４年12月 訪問看護ステーションを併設

平成 ６年 ４月 在宅介護支援センターを併設

平成 ８年 ３月 国民健康保険菊水町立病院附属准看
護婦養成所　閉校

平成11年 ４月 外来棟全面改築

平成12年 ２月 病棟４階療養型改修

平成18年 ３月 合併により国民健康保険和水町立病
院に名称を変更

平成23年 ４月 地域医療福祉連携室を設置

平成25年 ４月 経営形態を地方公営企業法の
全部適用へ移行

平成30年 ３月 創立70周年
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